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宛先:  地域センター事務局長 

 

件名: 自己決定プログラム（SDP） - 物品とサービス 

 
 

自己決定プログラム（SDP）の主要原則に則り、参加者は自身の個人プログラムプラン

（IPP）の目標達成に必要な自身のサービスとサポートに対する予算決定と購入を行う

権限があります。この通信の目的は、SDPにおける物品とサービスに関してさらにガイ

ダンスを与えることです。 

 

コストが SDP予算に含められるか否かの決定 

 

個人の予算または SDP支出計画に物品またはサービスを含める前に、計画担当者はまず

その物品またはサービスが IPPで特定されるニーズまたは目標にどのように対処するの

かを明確にしなければなりません。付録 Aには、物品またはサービスが IPPの目標に対

処するものかどうかを、参加者と計画担当者がどのように決定できるかについての詳細

な情報を記載しています。 

 

発達障害サービス局からの 2019年 1月 11日付けの個人の予算と支出計画に関する指令

にあるように、SDPの給付金は次の物品とサービスのみに使えます。 

• 連邦メディケアおよびメディケイドサービスセンターの承認したもの 

• 他の給付金源（Medi-Cal、在宅支援サービス、学校など）では得られないもの 

 

しかし、消費者はその IPPの目標達成のための個人予算によって給付を受けられるもの

以外の物品やサービスを要する場合もあります。付録 Bには、支出計画の個人予算から

支出できる物品とサービスに関するガイダンスと、個人予算の外部で取り扱われるもの

について記載しています。 

  

https://www.dds.ca.gov/wp-content/uploads/2019/02/SDP_IndividualBudgetJan19_20190201.pdf
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サービス指定の決定（参加者向けの物品とサービス） 

 

SDPは「参加者向けの物品とサービス」として規定するタイプのサービスを許容してい

ます。付録 Cのフローチャートは、計画担当者が物品またはサービスが参加者向けの物

品とサービスのサービスコード 333で給付金を使えるかどうかを決定するのに役立ちま

す。 

 

この通信についてご質問のある場合は、sdp@dds.ca.govにお問い合わせください。 

 

敬具 

 
 
 

マリクリス・エーコン 

デピュティー・ディレクター 

連邦プログラム・ディビジョン 

 

付録 

 

cc: Regional Center Administrators（地域センター管理者） 

 Regional Center Directors of Consumer Services（地域センター消費者サービ

ス担当ディレクター） 

 Regional Center Community Services Directors（地域センターコミュニティサ

ービス担当ディレクター）  

 Association of Regional Center Agencies（地域センター機関協会） 

 State Council on Developmental Disabilities（発達障害に関する州カウンシ

ル） 

 ナンシー・バーグマン、DDS 

 ブライアン・ウィンドフィールド、DDS 

mailto:sdp@dds.ca.gov

